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神栖市は日本の縮図!?

日本の人口：1億2664万3000人（2018年10月現在）
外国人の人口：263万7251人（2018年6月現在）

日本は約２.1％

神栖市の人口：9万5185人（2018年3月現在）
外国人住民：2405人（2018年1月現在）

神栖市は約２.５％

2019年4月新たな在留資格の創設→外国人住民がさらに増加

外国人に選ばれるまちづくりも必要
どのようなまちづくりを行なっていくべきか
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神栖市市民憲章

築こう伝統文化と国際交流

先人から受け継いだ貴重な遺産や文化を後世に

伝えながら、市民の手による新たな文化の創出

と教養を高めます。また外国との異なる言葉や

文化を学び、互いを理解し、協力し合う国際交

流を築き、魅力と個性あふれるまちにします。
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研究の背景

2014年『神栖市国際化推進計画』
多言語の災害時マニュアルの作成

外国人生徒の保護者との面談時の通訳派遣など

30を超える施策を実施

2018年『第二次神栖市国際化推進計画』
1. 多文化共生のまちづくり
2. グローバルな人材の育成
3. 国際交流団体への支援等
4. 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会および
インバウンドを見据えた訪日外国人への支援
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神栖市国際化推進計画

1.多文化共生のまちづくり
（わかりやすい情報提供、生活支援、外国人の地域参画の支援 etc.）

2.国際感覚豊かな人材の育成
（国際理解、コミュニケーション能力向上、ボランティア育成 etc. )

3.国際交流活動の推進
（友好都市との交流、国際交流活動の支援、国際協力の推進 etc.）

4.国際交流団体の支援等
（国際交流団体の支援、国・県などの関連団体と連携 etc.）
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神栖市の既存の取り組み

・多言語による生活・防災などの情報提供

・学校への日本語指導員・通訳の派遣

・外国人のための日本語教室の周知

→すでに多文化共生社会を目指したまちづくり
（でも、本当はどんな情報が欲しい、話したいんだろう・・・）
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神栖市の次の課題

・多言語対応＝外国人支援 から一歩抜け出す

・外国人居住者と日本人居住者で
会話が生まれるツールが必要

互いを理解し、協力し合う国際交流
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やさしい日本語

庵（2016）

1.補償教育として

2.地域社会の共通言語として

3.地域型初級として

“「日本語のわかりやすさ」は、日本語母語話者が事前に規定するもので

はなく、外国人が自ら述べたい内容を日本語で伝えようとするときに、

日本語母語話者との相互作用の中で形成されていくものである。”（p.164

）
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研究の目的

調査１
外国人住民を取り巻く関係団体へのインタビュー

調査２
「やさしい日本語」や多文化共生社会に対する

Webアンケート
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神栖市の日本人住民と外国人住民の関係から多文化
共生社会の実現に必要な方策を考察する。





インタビュー調査

2018年6月～10月 市内にて実施、各回1時間程度

①技能実習生受け入れ企業（水産加工）

②KIFA日本語ボランティア講師
③日本人住民

④外国人住民

⑤神栖市役所政策企画課

⑥日本語指導センター

多文化共生社会を構築するための課題をあぶり出す
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(1) 言葉
受け入れ企業では一定レベルの日本語が必要

実習生自身の日本語力・習得意欲が低い

→独自のコミュニケーション方法

（最低限の日本語の語彙と中国語）

学校に通う外国人の子どもたちの増加・多様化

→子どもたちへの日本語・学習支援の必要性

外国人家庭への支援

（おたよりの翻訳、学校行事等の説明）



(2) 日本人と外国人の交流・相互理解
日本人住民の関心の低さ、きっかけの不足

・外国人住民の存在には気づいている

・同じ「住民」としての交流の必要性を

あまり感じていない

・日本人と外国人のコミュニティの分断

日本人コミュニティに溶け込めない外国人住民

・PTA等で他の保護者と話ができない
・日本人の友だちをつくりにくい

・地域や教育についての情報不足



(3) 日本語支援態勢
日本語教室

・ボランティアの不足、高齢化

・ボランティアの質の確保

・外国人が利用しにくい条件（時間、交通）

日本語支援センター

・マンパワー不足、対応言語の多様化

(4) 行政の施策
・多言語化（町内放送、教育情報）、相談窓口

・役所内やKIFAとの連携、継続的な交流促進



アンケート調査

「やさしい日本語」や多文化共生社会に対する

Webアンケート

期間：2018年９月〜３月

方法：Web上のアンケートを実施

地区回覧および神栖市のHPで

呼びかけ

内容：選択式、記述式計32項目
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アンケート内容：

• プロフィール（国籍や世代、在住歴など）

• 日本人／外国人との関係性や意識

• 「やさしい日本語」の認知度

• 日本人住民と外国人住民の関係に必要なことや課題



回収：

• 日本人住民 182 回答

• 外国人住民 6 回答

今回の報告では、日本人住民の回答だけを報告



30.2%

69.8%

外国人の友人・知人はいますか。

はい

いいえ



18 28 6 3

「はい」の方のみ、友人との関係性

挨拶（１）～何でも相談できる（４）

1 2 3 4



47 98 35 2

日本人住民と外国人住民との関係性
まったく関わっていない（１）～積極的に関わっている（４）

1 2 3 4



7 73 84 7 11

日本人住民と外国人住民との関係

関係が悪い（１）～関係がいい（４）

1 2 3 4 無回答



56.6%

19.0%

7.9%

6.9%

4.2%
3.7%

1.6%

外国人住民とどこで関わっているか

関わっていない

職場・バイト

趣味のグループ

学校

自治会

店

知り合い



39 62 43 38

外国人住民の母語をもっと学ぶべき

そう思わない（1）～そう思う（４）

1 2 3 4

42 64 40 36

英語だけではなくいろいろな言語を学ぶべき

そう思わない（1）～そう思う（４）

1 2 3 4

17 52 59 54

もっと外国人住民の文化・習慣を学ぶべき

そう思わない（1）～そう思う（４）

1 2 3 4



5 30 88 59

外国人住民は日本語をもっと学ぶべき

そう思わない（1）～そう思う（４）

1 2 3 4

43 82 41 16

外国人住民は日本語だけではなくいろいろな言語を学ぶべき

そう思わない（1）～そう思う（４）

1 2 3 4

3 41 77 61

外国人住民はもっと日本の文化・習慣を学ぶべき

そう思わない（1）～そう思う（４）

1 2 3 4



2 10 66 104

日本人住民/外国人住民に関わらず支え合うべき

そう思わない（1）～そう思う（４）

1 2 3 4

84.1%

15.9%

日本語だけで話せるとしたら、話したいですか。

はい

いいえ
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神栖市の地域

子供の学校

防災

仕事・雇用

生活情報(買い物、ゴミ出しなど)

お互いの文化・習慣

「はい」の方のみ、どんなことを話したいですか。



2.7%4.9%

17.0%

75.3%

「やさしい日本語」を知っていますか。

知っていて、意識的に使用している

知っているが使用していない

聞いたことはあるが、どんなものか知

らない

知らない



8.2%

41.2%

30.8%

11.0%

8.8%

「やさしい日本語」を学ぶ機会があれば、参加したいですか。

参加したい

予定が合えば、参加したい

知らないので、わからない

必要がないので、参加したくない

興味がないので、参加したくない



①言語理解の必要性・課題、②文化理解の必要性・課題
③知り合う場の必要性・課題、④人間理解の必要性・課題
⑤制度の必要性・課題

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

外国 30 お互い ８ 神栖 ６

思う 15 機会 ８ 生活 ６

交流 13 日本人 ８ 雇用 ５

人 13 知る ７ 場 ５

日本 10 必要 ７ 尊重 ５

住む ９ 近所 ６ 文化 ５

理解 ９ 住民 ６ 迷惑 ５

自由記述で５回以上出現した語



クラスター１
「相互の文化理解」

クラスター２
「日本人住民の生活の尊重」

クラスター３
「交流の場」

クラスター４

「神栖に住む人同士の出会いの必要性」

神栖市の人同士が交流するような出会いの場の必要性は感じている一方で、

日本での生活は尊重してほしいという気持ちも持っていることがわかる。

これらが解消されることでお互いの文化を理解でき、より良い関係が築けていけると

考えている。



調査１、調査２の結果からの課題

• 「「やさしい日本語」の普及と日本語ボランティア人材確保」

• 「日本人住民と外国人住民が知り合う場の提供」

提案：

1. 「日本語ボランティア講師を生かした「やさしい日本語」の普及」

2. 「日本人住民と外国人住民が知り合う場を作り出すイベント」



「やさしい日本語」の取り組み

提案１
「やさしい日本語」の普及と
日本語ボランティア人材の確保を目指す
持続可能な取り組み

やさしい
日本語

日本語
ボランティア



「やさしい日本語」の取り組み

提案１
「やさしい日本語」の普及と
日本語ボランティア人材の確保を目指す
持続可能な取り組み

日本人市民
のみなさん

日本語
ボランティア



「やさしい日本語」の取り組み

（１）KIFAの日本語ボランティア講師の方に
研修を受けていただき
「神栖市やさしい日本語推進メンバー」に
なっていただく

取り組みの流れ

（２）「神栖市やさしい日本語推進メンバー」による

「『やさしい日本語』講習会」を実施

日本語ボランティア活動
の紹介

やさしい日本語
の普及



「やさしい日本語」の取り組み

（１）KIFAの日本語ボランティア講師の方に
研修を受けていただき
「神栖市やさしい日本語推進メンバー」に
なっていただく

取り組みの流れ

（２）「神栖市やさしい日本語推進メンバー」による

「『やさしい日本語』講習会」を実施

『神栖市やさしい日本語ブック』
を日本人市民のみなさん自身が
自分用にカスタマイズ！



「やさしい日本語」の取り組み

『神栖市やさしい日本語ブック』
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「日本人住民と外国人住民が知り合う場を
作り出すイベント」

外国文化に興味がある人も
ない人も参加できる
イベントにするために
イベントを多層化

イベントの多層化
提案２
多文化共生イベントの多層化



イベントの多層化
提案２
多文化共生イベントの多層化

①保護者交流会
子育てサロン

②海外経験を
テーマにした講演会

③料理教室
「やさしい日本語」講習

会

④外国文化体験会
スタンプラリー



イベントの多層化
提案２
多文化共生イベントの多層化

④料理教室（非日常・体験型）

例１）「ペルーの家庭の味を体験！ペルー料理教室」

③料理教室（日常・体験型）

例２）「ひと手間であなたの肉料理がおいしくなる！

～ペルー料理からコツを学ぶ」



調査１、調査２の結果からの課題

• 「「やさしい日本語」の普及と日本語ボランティア人材確保」

• 「日本人住民と外国人住民が知り合う場の提供」

提案：

1. 「日本語ボランティア講師を生かした「やさしい日本語」の普及」

2. 「日本人住民と外国人住民が知り合う場を作り出すイベント」



多文化共生サポートアプリ「SuMo Japan」(住もうJapan)

日本の文化や習慣対する不安などを質問として投げかけ、
ユーザー同士で解決する質問掲示板アプリ

現在、Androidのみ（夏頃までにiOSも）
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